
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    津野町は、高知県の中西部に位置する面積 197.85 ㎢（うち面積の約 90％が森林）、人口

は約 6,100 人で、日本最後の清流「四万十川」と日本かわうそが最後に発見された「新荘

川」の二つの源流点を有する町です。 

    本町の農業は、土地の高低差による寒暖の差や急峻、狭小等の地形的な制約があるなか、

シシトウ、小ネギ、ニラ、土佐甘トウ、米ナス等の「施設栽培」と生姜等の「露地栽培」

によって、発展してきましたが、過疎化・高齢化に伴い労働力の減少が懸念されています。 

 

 

 

この地域で農業が持続性をもって発展していくためには、農業の担い手となる人材を確

保してゆくことが重要となっており、人材確保の取り組みの一環として、以下の要件を満

たす方を対象に、農業を開始するために必要な情報や技術の習得を目的とした研修等に対

する支援を行っていきます。 

※別記「注意事項」も必ずご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 津野町の概要と農業 

２ 農業研修生の募集要件 

 

（１）津野町に定住される方 

（２）地域との交流ができる方 

（３）以下の作物の施設（ハウス）栽培での就農を想定している方（※注１） 

    シシトウ、小ネギ、ニラ、土佐甘トウ、米ナス 

（４）慣行栽培での就農を想定されている方（※注２） 

（５）当面の生活費及び農業生産に要する経費並びに園芸用ハウスの新規建設又は

中古ハウスの修繕に必要な自己資金を用意できる方（※注３） 

（６）将来発生する事態に対しては、全て自己責任で対応できる方（※注４） 

 

※これらの要件に満たない場合、具体的な支援は実施できない場合が 

あります。 

 

要 件 

津野町で農業をはじめてみませんか 

（Ｕターン者歓迎♪♪） 

高知県津野町産地提案書 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）主な作物の所得（就農５年目）の目安（１年間分） 

 

○シシトウ（１５ａ、家族労力２人）※収穫には雇用が必要 

 収 量：１０ｔ（１０ａあたり６．７ｔ） 

 販売額：１，０００万円（キロ単価１，０００円） 

 経 費：７５０万円（生産経費６００万円＋ハウス経費１５０万円） 

 所 得：２５０万円 

 

○小ネギ（２０ａ、年間３回作、家族労力２人） 

※出荷調整には雇用が必要 

 収 量：６ｔ（１０ａあたり３ｔ） 

 販売額：３９０万円（キロ単価６５０円） 

 経 費：２４０万円（生産経費１５５万円＋ハウス経費８５万円） 

  所 得：１５０万円 

 

○ニラ（３０ａ、家族労力２．５人）※出荷調整には雇用が必要 

  収 量：２０ｔ（１０ａあたり６．６ｔ） 

  販売額：８００万円（キロ単価４００円） 

  経 費：５５０万円（生産経費４００万円＋ハウス経費１５０万円） 

  所 得：２５０万円 

 

○土佐甘トウ（１０ａ、家族労力２人） 

 収 量：６ｔ（１０ａあたり６ｔ） 

 販売額：４００万円（キロ単価６６０円） 

 経 費：２００万円（生産経費１２０万円＋ハウス経費８０万円） 

  所 得：２００万円 

 

○米ナス（１２ａ、家族労力２人） 

  収 量：１０ｔ（１０ａあたり８．３ｔ） 

  販売額：３３０万円（キロ単価３３０円） 

  経 費：１３０万円（生産経費８０万円＋ハウス経費５０万円） 

  所 得：２００万円 

 

※この数値は、農家の実績値などを参照に試算した目安であり、収量や所得の

確保などを保証するものではありません。 

※収量・単価・生産経費は、その年の気候条件等により変動します。 

※ハウス経費は、補助事業を活用した場合の自己負担額を、耐用年数で割った

金額の目安です。 



（１）これまでに農業の経験が全くない方は、高知県立農業担い手育成センターな

どで、農業体験や基礎知識を研修する「事前研修」を受けていただきます。 

その後に、改めて研修を実施するかどうかの相談をお受けします。（※注６） 

（２）津野町外から移住されて間もない方の場合、原則として津野町での生活をあ

る程度経験された後に相談をお受けします。 

（３）研修受入先の人選は、津野町担い手育成総合支援協議会が行います。受入先

の指名希望はお受けできません。 

また、研修開始１ヶ月程度はお試し期間とします。この間の状況を見極めた

うえで、給付金事業の実施を検討します。 

（４）その他、国や県の定める事業要件を遵守していただきます。 

 

☆青年就農給付金（準備型）等の受給を希望しない場合☆ 

事前研修の実施といった要件は特にありません。 

要件の多い青年就農給付金（準備型）は使わず、身近な農家のもとで作業の

手伝い（研修）を行いながら技術を習得し、数年かけて中古ハウスを探してか

ら就農する、といった方法も可能です。（※注７） 

研修後の就農に必要な園芸用ハウスについては、使用可能な中古ハウスを中心に、

研修期間中を通じて可能な限り情報提供するように努めます。（※注８） 

ただし、中古ハウスを確実に確保することについての保証をすることはできません

ので、あらかじめご了承願います。 

 

※中古ハウスの立地場所や貸借条件等が、必ずしも相談者の要望に沿うものでない

場合が多いためです。 

 

 

 

 

 

   農業を開始するために必要な研修等を行うにあたり、研修内容の検討、指導農家の選定、

各種制度の活用への支援、就農に向けたアドバイス等を実施します。 

なお、青年就農給付金（準備型）の受給を希望される場合は、以下の要件についてもご了

承いただくようにしております。（※注５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 就農支援の主な内容 

（１）技術研修への支援 

 

（２）ハウス・農地の紹介 

 



 

 

  津野町の農業や研修、その他この資料に関するお問い合わせは、津野町担い手育成総合支援

協議会までご連絡ください。日程調整のうえ、関係機関との面談等を通じて対応いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

津野町全図               津野町と仁淀川町の尾根筋にある風車群 20基 

                     （葉山風力発電所） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（策定日：平成２８年１０月１３日） 

 

  

お問い合わせ 

津野町担い手育成総合支援協議会事務局（津野町産業課内） 

785-0201 高知県高岡郡津野町永野 471 番地 1 

電話：0889-55-2021   fax：0889-55-2022 

４ その他 



（別記）  注意事項（※必ずご確認ください） 

 

（注１） 

・これらの作物は、津野町を管内とする「ＪＡ土佐くろしお」と「ＪＡ津野山」及び「高知県須崎農業振興セン

タ 

ー」が栽培指導等の支援を実施できる作物です。ただし、これらの作物であっても、研修等の要望に応えられ

な 

い場合もあります。 

・就農時の栽培作物について、協議会から指定することはしません。どの作物を栽培するのかは、最終的にご自

身 

で判断してください。 

（注２） 

・研修の相談対応は、慣行栽培のみお受けしております。有機栽培や無農薬栽培等の研修には対応しておりませ

ん 

ので、あらかじめご了承願います。 

（注３） 

・農業経営を開始するには、生活費とは別に、栽培に必要な資材の購入等の生産経費が発生しますので、この準

備 

が必要です。 

・園芸用ハウスの整備について、投資額が少なくて済む中古ハウスで対応できるよう情報収集に努めますが、必

ず 

しも要望に沿える物件が確保できるとは限りません。その場合、自己資金（借入を含む）を用いて園芸用ハウ

ス 

を新設することも選択肢の一つとして検討することが必要となりますので、この準備も必要です。 

（注４） 

・「農業を開始する」とは、自分で「農業」という事業を「起業」することです。農業は栽培管理だけでなく、経 

営管理から地域の人との調整まで、対応すべき案件は多岐にわたります。対応に苦慮したり、想定外の事故に

よ 

り損害を受けるといったリスクも常にあります。これら全ての案件に対し、最終的には全て自己責任において 

判断して行動し、その結果も背負う必要があります。 

（注５） 

・青年就農給付金準備型の受給を受けると、研修終了後一年以内に必ず独立・自営就農または雇用就農すること

が 

求められ、これが達成できない場合は、給付金を全額返還していただくこととなります。そのため、このよう

な 

金銭負担が将来発生しないよう、事業実施にあたっては慎重な対応をしていますので、ご理解願います。 

（注６） 

・この事前研修に要する経費は自己負担となります。また、この研修期間中の青年就農給付金準備型の支給は行

い 

ません。 



・県立農業担い手育成センターでの長期研修の場合、受講料と寮での生活費等で月５万円程度必要です。 

（注７） 

・受入先の農家について、必要であれば紹介は行います。ただし、研修の内容や研修中の処遇など詳細について 

は、ご自身の責任において受入先の農家と協議のうえ実施してください。 

・協議会は、この研修中に生じる一切の案件に対する責任は負いませんので、あらかじめご了承願います。 

（注８） 

・要望に沿った中古ハウスが見つかった場合、そのハウス及び農地の所有者を紹介します。ただし、農地やハウ

ス 

等の貸借に関する条件については、ご自身の責任において持ち主と協議のうえ、必要な手続きを行っていただ 

きます。 

・中古ハウスが確保できなかった場合、補助事業を活用したハウス新設の相談もお受けします。ただし、資産所

有 

状況等によってはご要望に応じられない場合もあります。 


